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２０２５年全日本スーパーフォーミュラ選手権 統一規則 

※下線部：変更箇所 

２０２５年規定 現行規定 

 

総則 

 

２０２５年全日本スーパーフォーミュラ選手権は、国際自動車連盟（ＦＩ

Ａ）および一般社団法人日本自動車連盟（ＪＡＦ）公認のもと、ＦＩＡ国際モ

ータースポーツ競技規則およびその付則ならびにそれに準拠したＪＡＦ国内競

技規則およびその細則、２０２５年全日本スーパーフォーミュラ選手権統一規

則、ならびに本競技会特別規則に従い開催され、ドライバーおよびチーム（エ

ントラント）に対する２つの選手権から成る。 

 

第１条 （略） 

 

第２条 一般的合意事項 

 １．～４．（略）  

５．競技会に関係するすべての者（競技役員、参加者、ドライバーおよびチー

ムクルー等）は、秩序ある行動をとること。他者に不快感や屈辱を与えると

合理的に予想される脅迫的、敵対的、攻撃的な行為は厳に慎まなければなら

ず、当該行為が確認された場合、国内競技規則１１に拠る罰則の対象とな

る。 

 

 

第３条 競技参加者の遵守事項 

 １．～ ４．（略）  

 ５．競技参加者、ドライバー、チームクルーおよびゲストは、発行され 

たクレデンシャル等を常に正しく身につけていなければならない。 

６．競技競技参加者、ドライバー、チームクルーは、常に規則の遵守と安全

の確保に留意しなければならず、競技長の指示には速やかに従わなけれ

 

総則 

 

２０２４年全日本スーパーフォーミュラ選手権は、国際自動車連盟（ＦＩ

Ａ）および一般社団法人日本自動車連盟（ＪＡＦ）公認のもと、ＦＩＡ国際モ

ータースポーツ競技規則およびその付則ならびにそれに準拠したＪＡＦ国内競

技規則およびその細則、２０２４年全日本スーパーフォーミュラ選手権統一規

則、ならびに本競技会特別規則に従い開催され、ドライバーおよびチーム（エ

ントラント）に対する２つの選手権から成る。 

 

第１条 （略） 

 

第２条 一般的合意事項 

 １．～４．（略）  

５．参加者、ドライバーおよびチームクルーは、秩序ある行動をとること。 

そして、相互に、または、競技役員に対して、攻撃的、または、侮辱的 

な言動を行うことは厳に慎まなければならない。これに違反した場合、

競技会審査委員会は訓戒～出場停止（失格）の罰則を課す場合がある。 

 

 

 

第３条 競技参加者の遵守事項 

 １．～４．（略）  

 ５．競技競技参加者、ドライバー、チームクルーおよびゲストは、発行され 

たクレデンシャル等を常に正しく身につけていなければならない。 

６．競技競技参加者、ドライバー、チームクルーは、常に規則の遵守と安全

の確保に留意しなければならず、競技長の指示には速やかに従わなけれ
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ばならない。 

 

 

第４条 （略） 

 

第５条 １．１）～２）（３） （略） 

（４）ペナルティポイントを頻繁に与えられたドライバーには、 

        上記に加え下記のいずれかの罰則を課す場合がある。 

        ・２０２５年の本選手権の全戦の出場停止処分。 

        ・２０２５年の本選手権のポイントの剥奪。 

        ・２０２６年の本選手権の公式登録の拒否。 

２．～３．（略）  

 

第６条 参加車両 

 １．２０２５年ＪＡＦ国内競技車両規則第１編第１１章スーパーフォーミュ

ラ（ＳＦ）車両規定に適合した車両およびＪＡＦが特に認めた車両とす

る。 

車両の銘柄とはシャシーとエンジンの組み合わせをいう。シャシー 

製造者とエンジン製造者が異なる場合、その車両は合成車両とみな 

され、必ずシャシー製造者の名称をエンジン製造者の名称の前に表示 

しなければならない。 

 ２．（略）  

 ３．本統一規則でいう「レース距離」は、２０２５年日本レース選手権規定

第４条に定める当初のレース距離（レースがスタートするまでに短縮さ

れた場合には、その短縮された距離）を指すものとする。 

４．～９．（略）  

 

第７条 （略） 

 

ばならない。 

 

 

第４条 （略） 

 

第５条 １．１）～２）（３） （略） 

     （４）ペナルティポイントを頻繁に与えられたドライバーには、 

        上記に加え下記のいずれかの罰則を課す場合がある。 

        ・２０２４年の本選手権の全戦の出場停止処分。 

        ・２０２４年の本選手権のポイントの剥奪。 

        ・２０２５年の本選手権の公式登録の拒否。 

２．～３．（略）  

 

第６条 参加車両 

 １．２０２４年ＪＡＦ国内競技車両規則第１編第１１章スーパーフォーミュ

ラ（ＳＦ）車両規定に適合した車両およびＪＡＦが特に認めた車両とす

る。 

車両の銘柄とはシャシーとエンジンの組み合わせをいう。シャシー 

製造者とエンジン製造者が異なる場合、その車両は合成車両とみな 

され、必ずシャシー製造者の名称をエンジン製造者の名称の前に表示 

しなければならない。 

 ２．（略） 

 ３．本統一規則でいう「レース距離」は、２０２４年日本レース選手権規定

第４条に定める当初のレース距離（レースがスタートするまでに短縮さ

れた場合には、その短縮された距離）を指すものとする。 

４．～９．（略）  

 

第７条 （略） 
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第８条 デッドヒート（同着） 

 １．同着の場合には、同順位の競技者に対し、その順位と次位に与えられる 

賞とポイントを等分して与える。 

 ２．複数のドライバーまたはチームが同一の得点を得た場合は、下記の 

基準を用いて上位を決定する。 

１） 高得点を得た回数の多い順に順位を決定する。 

２） 上記１）の回数も同一の場合、最終戦における得点をもって決定

する。 

最終戦の得点によっても順位が決定できない場合は、最終戦の前

の競技会における得点をもって決定する。それでも結果がでない

場合は、さらにその前の競技会における得点というように遡って

順位が決まるまで続ける。 

第１戦まで遡り、比較する得点が、予選得点と決勝レース得点で

同点だった場合は、決勝レースの得点を上位に位置付ける。 

 

第９条～第１０条 （略） 

 

第１１条  

 １．（略）  

 ２．テクニカルディレクター： 

テクニカルディレクターは常時、技術委員長と協議しながら役務を遂

行する。 

テクニカルディレクターの義務（役務）は、適用車両規則や車両検査 

に関する項目について、シリーズを通した独自の判断に基づく提言を 

技術委員長に行ない、大会における適用車両規則や車両検査基準の平

準化を図るものとする。ただし、テクニカルディレクターは適用車両

規則や車両検査基準に関する最終的な判断を下す権限を競技長および

技術委員長に委譲する。 

 

第８条 デッドヒート（同着） 

 １．同着の場合には、同順位の競技者に対し、その順位と次位に与えられる 

賞とポイントを等分して与える。 

 ２．複数のドライバーまたはチームが同一の得点を得た場合は、下記の 

基準を用いて上位を決定する。 

１） 高得点を得た回数の多い順に順位を決定する。 

２） 上記１）の回数も同一の場合、最終戦における得点をもって決定

する。 

最終戦の得点によっても順位が決定できない場合は、最終戦の前

の競技会における得点をもって決定する。それでも結果がでない

場合は、さらにその前の競技会における得点というように遡って

順位が決まるまで続ける。 

 

 

 

第９条～第１０条 （略） 

 

第１１条  

 １． （略） 

 ２．テクニカルディレクター： 

テクニカルディレクターは常時競技長、レースディレクターおよび技

術委員長と協議しながら役務を遂行する。 

テクニカルディレクターの義務（役務）は、適用車両規則や車両検査 

に関する項目について、シリーズを通した独自の判断に基づく提言を 

競技長、レースディレクターおよび技術委員長に行ない、大会におけ 

る適用車両規則や車両検査基準の平準化を図るものとする。ただし、

テクニカルディレクターは適用車両規則や車両検査基準に関する最終

的な判断を下す権限を競技長および技術委員長に委譲する。 
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 ３．（略）  

 

第１２条 （略） 

 

第１３条 公式登録および参加申込 

 １．～３．（略）  

４．競技会組織委員会は、国内競技規則４－１９に基づき参加申込の拒否を

行った場合は、速やかにその理由を付してＪＡＦに報告すること。 

 

 

５．～ ７．（略） 

 

第１４条 競技参加者に対する指示および通知 

 １．（略）  

 ２．レースの順位および公式予選の結果、その他競技参加者に関する公報

は、競技会特別規則に示された場所に設けられている公式通知掲示板に

公表する。 

３．競技会審査委員会、競技会技術委員会、競技長、組織委員会、競技会 

事務局等の決定事項または通知、あるいは競技参加者に関する特別 

事項も書面をもって競技参加者に伝達される。 

 ４．上記２および３項に関する通知を電子的に対応する場合、オーガナイザ

ーはその詳細について予め特別規則等にて参加者に周知しておくこと。

この場合、オーガナイザーは通信環境やシステムに不具合が生じないよ

う留意すること。 

 

第１５条 （略） 

 

第１６条 罰則 

 １．（略）  

 ３．（略）  

 

第１２条 （略） 

 

第１３条 公式登録および参加申込 

 １．～ ３．（略）  

４．競技会組織委員会は、国内競技規則４－１９により競技参加者に対して 

理由を示すことなく参加を拒否した場合は、速やかにその理由を付して 

ＪＡＦに報告しなければならない。 

 

５．～ ７．（略） 

 

第１４条 競技参加者に対する指示および通知 

 １．（略）  

 ２．レースの順位および公式予選の結果、その他競技参加者に関する公報

は、競技会特別規則に示された場所に設けられている公式通知掲示板に

公表する。 

３．競技会審査委員会、競技会技術委員会、競技長、組織委員会、競技会 

事務局等の決定事項または通知、あるいは競技参加者に関する特別 

事項も書面をもって競技参加者に伝達される。 

 

 

 

 

 

第１５条 （略） 

 

第１６条 罰則 

 １．（略）  
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 ２．競技参加者は、罰金が課せられた場合には、その支払い義務を有する。 

 ３．本規則の解釈ならびに本規則に明記されていない罰則の選択は、 

競技会審査委員会における出席者の多数決によって決定される。 

 ４．罰則は競技会審査委員会によって決定され、書面をもって競技参加者 

   に対し迅速に通知される。これを電子的に対応する場合、オーガナイザ

ーはその詳細について予め特別規則等にて参加者に周知しておくこと。

この場合、オーガナイザーは通信環境やシステムに不具合が生じないよ

う留意すること。 

 ５．～８．（略）  

 

第１７条～第１８条 （略） 

 

第１９条 ドライバーの遵守事項 

 １．～６．（略）  

 ７．ドライバーが自己の意志に反して、またその他の理由により、やむを得

ず車両を停止する場合には、当該車両をできるだけ速やかにトラックか

ら移動して、他の車両の支障とならないように配慮しなければならな

い。ドライバー自身がその車両を危険となるような場所から移動できな

い場合、当該車両のエンジンが稼動中であっても、コース委員はこれを

移動できる。この場合、ドライバー自身で違反なくレースに復帰したと

きには失格とはならない。また、ピットレーン上でやむを得ず車両を停

止した場合、競技役員の許可を得て、本規則第２１条１で規定された最

大６名によって自己の作業エリアへこれを移動でき、失格とはならな

い。 

 

 ８．～９．（略）  

 

第２０条 （略） 

 

 ２．競技参加者は、罰金が課せられた場合には、その支払い義務を有する。 

 ３．本規則の解釈ならびに本規則に明記されていない罰則の選択は、 

競技会審査委員会における出席者の多数決によって決定される。 

 ４．罰則は競技会審査委員会によって決定され、書面をもって競技参加者 

   に対し迅速に通知される。 

 

 

 

 ５．～８．（略）  

 

第１７条～第１８条 （略） 

 

第１９条 ドライバーの遵守事項 

 １．～６．（略）  

 ７．ドライバーが自己の意志に反して、またその他の理由により、やむを得

ず車両を停止する場合には、当該車両をできるだけ速やかにトラックから

移動して、他の車両の支障とならないように配慮しなければならない。ド

ライバー自身がその車両を危険となるような場所から移動できない場合、

当該車両のエンジンが稼動中であっても、コース委員がこれを援助するも

のとする。この場合、ドライバー自身で違反なくレースに復帰したときに

は失格とはならない 

 

 

 

 

 ８．～９．（略）  

 

第２０条 （略） 

 



  
 

6 
 

第２１条 ピットエリア 

 １．～12．（略）  

 13．ピットエリアでの服装 

すべての走行時間においてピット作業エリアに出る作業要員はバイザー 

付（もしくは適切な保護ゴーグル）ヘルメット、ＦＩＡ公認（認定）/ 

ＪＡＦ公認耐火炎スーツ、グローブ、バラクラバス（目出し帽）を着用 

しなければならず、作業中も肌の露出をしてはならない。 

ただし、決勝レースを除き、ピット作業エリアで車両誘導及びピット

内との車両移動以外の作業を行わない場合はこの限りではない。 

14．本規則第１３条にて登録、参加申込した競技参加者、ドライバーおよび

そのチームクルーは、ピットガレージへの立ち入り時間が制限される。

その制限時間、制限エリア、管理方法等の運用は別途公式通知にて公示

される。 

 

第２２条～第２３条 （略） 

 

第２４条 車両とエンジン 

１．（略）  

 ２．エンジン： 

１）～６）（略） 

７）２０２５年スーパーフォーミュラ（ＳＦ）車両規定第４条 エン

ジンに基づくオーバーテイクシステムの運用は、競技会特別

規則または、公式通知に明記される。 

４． ～５．（略） 

 

第２５条 燃料 

１．～５．（略）  

 ６．プラクティスセッション、ウォームアップ走行および決勝レース中に 

ピットレーンの作業エリアにおいて燃料補給を行う場合、燃料補給要員 

第２１条 ピットエリア 

 １．～12．（略）  

 13．ピットエリアでの服装 

すべての走行時間においてピット作業エリアに出る作業要員はバイザー 

付（もしくは適切な保護ゴーグル）ヘルメット、ＦＩＡ公認（認定）/ 

ＪＡＦ公認耐火炎スーツ、グローブ、バラクラバス（目出し帽）を着用 

しなければならず、作業中も肌の露出をしてはならない。 

ただし、決勝レースを除き、ピット作業エリアで車両誘導及びピット

内との車両移動以外の作業を行わない場合はこの限りではない。 

 

 

 

 

 

第２２条～第２３条 （略） 

 

第２４条 車両とエンジン 

 １．（略）  

 ２．エンジン： 

１）～６）（略） 

７）２０２４年スーパーフォーミュラ（ＳＦ）車両規定第４条 エン

ジンに基づくオーバーテイクシステムの運用は、競技会特別

規則または、公式通知に明記される。 

４． ～５．（略） 

 

第２５条 燃料 

 １．～５． （略） 

 ６．プラクティスセッション、ウォームアップ走行および決勝レース中に 

ピットレーンの作業エリアにおいて燃料補給を行う場合、燃料補給要員 
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等は、以下の手順に従わなければならない。 

１）燃料補給装置は、２０２５年ＪＡＦ国内競技車両規則第１編レース 

車両規定第３章１０．３）に規定されたものに限られ、 

必ずピットのサーキット施設に固定する等の転倒防止策を施さな 

ければならない。また、その燃料補給装置は、競技会期間中を 

通じ、オーガナイザーが指定したピットレーンの作業エリアに 

おいてのみ使用が許される。 

２）～６）（略） 

 

 ７．～９．（略）  

 

第２６条～第３０条 （略） 

 

第３１条 スタート手順 

 １．～３．（略）  

 ４．スタートの進行は、５分前、３分前、１分前、および１５秒前を表示 

したボード（またはシグナル）により表示される。これらのボードは 

警告音とともに表示される。 

１）～３）（略） 

   ４）１５秒前ボード（またはシグナル）： 

     このボード（またはシグナル）の１５秒後、グリッド前方で緑旗が 

振られ（グリーンライト）、競技車両はグリッド上の隊列を保ち 

ながらポールポジションの車両のペースによってフォーメーション 

ラップを開始する。グリッドを離れる際、すべてのドライバーは、 

スタートラインを通過するまで車両速度リミッターを作動させ、 

ピットレーンの速度制限（最高６０㎞/ｈ）を順守しなければなら 

ない。 

このラップにおいて、スタート練習は禁止され、また隊列は可能な

限り整然と保たれなければならない。競技長は安全上の理由から、

等は、以下の手順に従わなければならない。 

１）燃料補給装置は、２０２４年ＪＡＦ国内競技車両規則第１編レース 

車両規定第３章１０．３）に規定されたものに限られ、 

必ずピットのサーキット施設に固定する等の転倒防止策を施さな 

ければならない。また、その燃料補給装置は、競技会期間中を 

通じ、オーガナイザーが指定したピットレーンの作業エリアに 

おいてのみ使用が許される。 

２）～６）（略） 

 

７．～９．（略）  

 

第２６条～第３０条 （略） 

 

第３１条 スタート手順 

 １．～３．（略） 

 ４．スタートの進行は、５分前、３分前、１分前、および１５秒前を表示 

したボード（またはシグナル）により表示される。これらのボードは 

警告音とともに表示される。 

１）～３）（略） 

   ４）１５秒前ボード（またはシグナル）： 

     このボード（またはシグナル）の１５秒後、グリッド前方で緑旗が 

振られ（グリーンライト）、競技車両はグリッド上の隊列を保ち 

ながらポールポジションの車両のペースによってフォーメーション 

ラップを開始する。グリッドを離れる際、すべてのドライバーは、 

スタートラインを通過するまで車両速度リミッターを作動させ、 

ピットレーンの速度制限（最高６０㎞/ｈ）を順守しなければなら 

ない。 

このラップにおいて、スタート練習は禁止され、また隊列は可能な

限り整然と保たれなければならない。 
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このラップを２周以上行うことが認められる。その場合、追加の周

回数は規定の周回数から減算される。 

 ５．～９.（略）  

  10. 車両がスターティンググリッドに戻ったら、夫々のグリッドにエンジン 

をかけたまま停車する。各車両の競技番号を記載したボードを持った競技 

役員がグリッドの各列に向かって立っており、その列の車両が停止したら 

直ちにボードを降ろす。すべてのボードが降ろされたら、スターターはレ 

ッドライト５秒前ボード（またはシグナル）を表示する。当該ボード（ま 

たはシグナル）表示５秒後にスターターはグリッドの静止状態を確かめて 

レッドライトを点灯する。 

通常、レッドライト点灯後、２秒以上３秒以内にレッドライトが消灯して

レースがスタートする。（並列５灯式のスタート信号灯[FIA Race 

weekend light procedure で使用される信号灯等]を使用する場合のスタ

ート灯火信号オペレーションは、別途定める。） 

グリッドに停止した車両は、レッドライト点灯後はレッドライト消灯ま

で静止状態を保たなければならない。 

 

 

  11.～19.（略） 

 20．このスタート手順に特例が認められるのは、下記の場合に限られる。 

   １）５分前のボード（またはシグナル）が表示されてからレッドライト 

が点灯するまでの間に雨が降りだした場合はスタートラインで 

“START DELAYED”ボードおよび“１０分”ボードが表示され、 

スタート手順は１０分前の時点から再開される。もし必要であれ 

ば、上記１３項に定められた手順が認められる。 

 

   ２）（略） 

 21．（略）  

 

 

 

 ５．～９.（略）  

  10. 車両がスターティンググリッドに戻ったら、夫々のグリッドにエンジン 

をかけたまま停車する。各車両の競技番号を記載したボードを持った競技 

役員がグリッドの各列に向かって立っており、その列の車両が停止したら 

直ちにボードを降ろす。すべてのボードが降ろされたら、スターターはレ 

ッドライト５秒前ボード（またはシグナル）を表示する。当該ボード（ま 

たはシグナル）表示５秒後にスターターはグリッドの静止状態を確かめて 

レッドライトを点灯する。 

通常、レッドライト点灯後、２秒以上３秒以内にレッドライトが消灯して

レースがスタートする。（並列５灯式のスタート信号灯[FIA Race 

weekend light procedure で使用される信号灯等]を使用する場合のスタ

ート灯火信号オペレーションは、別途定める。） 

 

 

 

 

  11.～19.（略） 

 20．このスタート手順に特例が認められるのは、下記の場合に限られる。 

   １）５分前のボード（またはシグナル）が表示されてからレッドライト 

が点灯するまでの間に雨が降りだした場合はスタートラインで 

“START DELAYED”ボードおよび“１０分”ボードが表示され、 

スタート手順は１０分前の時点から再開される。もし必要であれ 

ば、上記１０．項に定められた手順が認められる。 

 

  ２）（略） 

 21．（略）  
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第３２条～第３３条 （略） 

 

第３４条 レースの中断およびレースの再開 

 事故によってサーキットが閉鎖されたり、天候またはその他の理由で競技の 

 継続が危険となったため、決勝レースを中断する必要が生じた場合、競技長 

 は赤旗をすべての監視ポストで、また赤ライト（中断ライト）をライン上に 

 おいて提示することを命ずる。 

 １．レースの中断 

  １）中断の合図提示後は、追い越しは禁止され、ピット出口は閉鎖され 

る。 

その後、全車は赤旗ラインの後方にゆっくりと進み、そこで先頭 

車両の位置に関わらず一列で停止しなければならない。その後、 

レースが再開される際のすべての車両のグリッドは、赤旗ラインに 

停止した順にスタッガードフォーメーションに配列されるものと 

する。 

コースが閉鎖されたこと等によりグリッドに戻ることができなく 

なった車両がある場合、当該車両はコースが使用可能な状態になり 

次第グリッドに戻される。 

この場合、レースが再開される際のすべての車両のグリッドは、 

競技会審査委員会の承認のもと、レースが中断される前の順に配列 

されるものとし、各車両の位置が特定できる最終のコントロール 

ライン通過順とする。 

上記の全ての車両は、レースを再開することを許可される。 

セーフティカーは、赤旗ラインの前方に進み出る。その後、オフィ 

シャルカーがセーフティカーと赤旗ラインの間に縦列に停車する。 

天候または不可抗力により、関係者及び競技車両がグリッド上に留

まることが危険であると競技長が判断した場合は、自己のガレージ

へ車両を移動することが認められる。 

その際、車両に対して許可される作業はグリッド上と同じである。 

第３２条～第３３条 （略） 

 

第３４条 レースの中断およびレースの再開 

 事故によってサーキットが閉鎖されたり、天候またはその他の理由で競技の 

 継続が危険となったため、決勝レースを中断する必要が生じた場合、競技長 

 は赤旗をすべての監視ポストで、また赤ライト（中断ライト）をライン上に 

 おいて提示することを命ずる。 

 １．レースの中断 

  １）中断の合図提示後は、追い越しは禁止され、ピット出口は閉鎖され 

る。 

その後、全車は赤旗ラインの後方にゆっくりと進み、そこで先頭 

車両の位置に関わらず一列で停止しなければならない。その後、 

レースが再開される際のすべての車両のグリッドは、赤旗ラインに 

停止した順にスタッガードフォーメーションに配列されるものと 

する。 

コースが閉鎖されたこと等によりグリッドに戻ることができなく 

なった車両がある場合、当該車両はコースが使用可能な状態になり 

次第グリッドに戻される。 

この場合、レースが再開される際のすべての車両のグリッドは、 

競技会審査委員会の承認のもと、レースが中断される前の順に配列 

されるものとし、各車両の位置が特定できる最終のコントロール 

ライン通過順とする。 

上記の全ての車両は、レースを再開することを許可される。 

セーフティカーは、赤旗ラインの前方に進み出る。その後、オフィ 

シャルカーがセーフティカーと赤旗ラインの間に縦列に停車する。 
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競技の再開が判断され次第、ガレージへ移動する前の状態に戻して

から本規則の手順が再開される。 

２）（略） 

 

第３５条～第３９条 （略） 

 

以上 

 

 

２）（略） 

 

第３５条～第３９条 （略） 

 

以上 

 




